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写真 1 床版の劣化状況 
 
－14－













































表 1 日高大橋の橋梁諸元 
路線 一般国道 237 号 
支間 41.6ｍ+72.8ｍ+20.0ｍ 
形式 単純合成桁，3 弦トラス 
幅員 8.5ｍ 
完成 昭和 46 年（1971 年） 
 
 
写真 2 橋梁全景 
 
















































写真 4 ジャッキアップ用架設ベントの設置状況 
 





2) 写真 5 のように増設する縦桁が両端部まで連続
するように上弦材を切断し，所定の位置に床組
（横桁および縦桁）を設置する（c 図） 




















覆部に全 30 点（片側 15 点）の振動計（感度方向：
 






図 5 振動計の配置図 
 
 
























2) 全測点の収録波形に関する 40.96 秒間について
FFT 処理を施し，フーリエスペクトルを求める． 















図 6 計測波形とフーリエスペクトルの一例 
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1 曲げ 1 次 2.61 2.61 
2 ねじり 1 次 3.78 4.13 
3 曲げ 2 次 7.35 7.40 




図 7 特定された振動モードの一例 











































まず，曲げ 1 次振動モードに着目する．表 2 およ










(b) ねじり 1 次振動モード 
（fb＝3.78Hz，fa＝4.13Hz） 










（d）ねじり 2 次振動モード 
（fb＝10.94Hz，fa＝11.16Hz） 
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